
関係を 西部管内の 
講座関係のＨＰ 

 

・２つの数量関係を比べる場合に、割合という見方・考え方を働かせて、問題解決できる。 
・図、表、グラフ、ICT等の思考の手立てを効果的に活用しながら、割合について筋道立て
て説明できる。 
・身に付けた資質・能力が、日常のあらゆる事象に生かすことができることに気付き、学習し
たことを活用しようとする。 

算数科授業づくり講座 

四万十市立中村南小学校 
教材研究会  12月 20日（金） 
授業研究会    １月 20日（火） 

令和５年２月発行 

西部教育事務所 

学びのゴールから問うべき問いを位置付ける 

授業者も参加者も創る!!高まる!!広げる!! 

 

教
材
研
究
会 

 

算数科授業づくり講座拠点校３年目の中村南小学校では、研究主題「見方・考え方を働かせ、資質・能力を育成する授業づくり」 
に向けて、問いを作るための学習過程や指導方法の工夫を重点とした取組を推進しています。 
 

第５学年「割合」    授業者 近森 圭悟 教諭 
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目指す授業に向けて 
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授業者 近森教諭 

 

 
 

 

中村南小学校の学びはつながる 

 

講師による指導・助言 文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究センター 研究開発部教育課程調査官           笠井 健一   先生 

 

 

 

 

ポイント１「説明できるようにする」 

①文章から図に表したことを説明する。  

②図から式に表したことを説明する。 

①と②を自分の言葉で説明できてはじめて分かったといえる。 

だからこそ、先生は子供が説明していることをしっかり聞き取ることが

大切である。 

 

 

ポイント３「子供が思考する問いを位置づける」 

（１０００円引きと 40％引きの値段が表に整理された後） 

「表を見て気付いたことを言おう」「並び替えたら何か分かるか

な」ではなく、「基の値段がどんな値段だったら１０００円引きが得、

40％引きが得って簡単に分かることはできないだろうか」のように

子供がめあてに向かって考えられるような問いが大切である。 

また、「いつでもそうか？」と先生が問うことで、他の場合はどうな

のか自分で考えることにつながる。 

参加者の声 

目指す児童像 

生き

て働

く力

の育

成 

 

目指す授業に向けて 

ポイント２「文章から読み取ったことを図に表す」 

なんとなく図に表すのではなく、文章から読み取ったことを図に 

表すことが大切である。文章に沿って、「この部分があるからこ 

う表せる」ということが分かると、子供たちは自分で数量の関係 

を捉えることができる。 

るようになる。 

単元を通して数直線を

活用し、数量の関係を捉

えられるように指導する

ことで、子供たちが自ら

数直線を活用する姿が

見られた。 

評価規準に沿った適用

問題を作成し、本時で目

指す姿が達成されたか

見取ることができるよう

にしていた。 

・ズレから児童自ら問いを見いだすような授業展開を行っていきたい。 

・具体的な子供の姿を想像し、どんな力をつけたいのかゴールから授業を描くことを意識して

いきたい。 

・学びの系統を大切にした授業づくりを行っていきたい。 

商品を選択し、自分が

使う券を決定させた。そ

れぞれの選択を一斉に

示すことで違いから問

いが生まれ、めあての

設定につながった。 

タブレットに、基の値段

や割り引かれた値段を

入力することで、入力

した時点で情報が共

有され、数値を比較し

始める姿が見られた。 

「図で数量の関係を捉える」 「違いから問いをつくる」 

「目指す姿が達成されたか見取る」 

「ICT を活用する」～時間・空間をこえる～ 

 

テープ図で示すことに

より、「基の値段によっ

て割引の金額が変化

する」という全体と部

分の関係を視覚的に

捉えられるようにしてい

た。 

 

３つのセクションから単元を構成し、

３次では割引を活用して解決する

活動を計画することで、学びを日常

生活に生かすことができるようにし

た。 

本時は１０００円引き券と 40％引き

券のどちらがお得か考えることで、

同じ割合でも基準量によって、比較

量が変化することを捉えられるよう

にした。 

 割合で事象を捉えるために 

 問い  問い 
 問い 

授業づくりの３つのポイント 

【論点１】 
児童の実態を踏まえ、目指す児童像
に向けた単元構想になっているか。 

【論点２】 
見方・考え方を働かせながら、子供たち
に問いを持たせ、基準量・比較量・割合
の関係性について学びを深めることが
できているか。 
 

・本時までに３つの関係性（基準量・
比較量・割合）がしっかり身に付い
ていることが大切である。 
・単元を通して「割合のよさ」に気づ
けるのか。 

・児童の実態に合わせて、情報量を少

なくする必要があるのではないか。 

・割引と値引きの境目を見付ける活動で
よいのか。基準量が必要ではないか。 
・商品があって基準量が見えている状態
で割引券を使えるとよいのではないか。 

・テープ図で数量の関係を説明できると 

よい。 

 

子供たちが割合で事象を捉えられるようになるために内容のまとまりを見通し、

数学的な見方・考え方の成長を意識して単元がデザインされていることが分か

ります。目指す姿の実現に向けて、単元を構成する際の参考にしてください。 

「数量の関係を視覚化 

して示す」 


